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50. T. Endo, Y. Katayama, and T. Miura, Electrode reactions of platinum bromide complexes in an 
amide-type ionic Liquid, ECS Trans., 50, 191-197 (2012). 
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3. K. Toshima, Target-selective photodegradation of glycolipid LPS and inhibition of macrophage 
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Sapporo, October 26-27, 2012. 
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borohydride reduction of aliphatic ketones, Frontiers of Organometallic Chemistry, Post-Conference 
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20. T. Yamada, Silver-catalyzed carbon dioxide incorporation reaction on alkyne derivatives, Asian Core 
Program, National Tsing Hua University, R.O.C.(Taiwan), November 7, 2012.   
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Research Conference “Oscillations & Dynamic Instabilities in Chemical Systems”, Waterville, USA, 
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and structure-activity relationships of carbohydrate moiety from Toxocara Larvae and its analogues, 
XXVIed International Carbohydrate Symposium, Madrid, Spain, July, 2012. 
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1. 高橋大介、金子 新、桑原大知、戸嶋一敦、標的タンパク選択的固相アフィニティ ラベル化法
の開発、日本化学会第 93春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、平成 25年 3月 22
－25日 

2. 平林 歩、高橋大介、戸嶋一敦、ポルフィリン誘導体によるアミロイドβの光分解と神経様細
胞 PC12に対する効果、日本化学会第 93春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、平
成 25年 3月 22－25日 
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本化学会第 93春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、平成 25年 3月 22－25日 
4. 金子英利香、奥澤俊介、高橋大介、戸嶋一敦、生理活性人工糖鎖を指向したビネオマイシン

B2糖鎖類縁体の合成、日本化学会第 93春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、平
成 25年 3月 22－25日 
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日本化学会第 93春季年会、立命館大学びわこ・くさつキャンパス、平成 25年 3月 22－25日 
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ッドによる大腸菌 O‐157ベロ毒素の選択的光分解、日本化学会第 93春季年会、立命館大学び
わこ・くさつキャンパス、平成 25年 3月 22－25日 

8. 戸嶋一敦、グリーンイノベーションを指向したバイオマス、イオン液体及び有機光触媒の利活

用新技術の開発、第 1回慶應義塾大学戦略的研究基盤形成支援事業シンポジウム、慶應義塾大
学、平成 24年 12月 15日 

9. 中西麻由香、高橋大介、戸嶋一敦、無保護チオ糖の光グリコシル化反応、GlycoTOKYO2012
シンポジウム、慶應義塾大学薬学部芝共立キャンパス、平成 24年 11月 17日 

10. 戸嶋一敦、生体機能光制御分子の創製とケミカルバイオロジーへの展開、文部科学省科学研究

費補助金新学術領域研究(研究領域提案型) 天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制
御～第 2回公開シンポジウム、東京大学弥生講堂、平成 24年 6月 17－18日 

11. 金子 新、高橋大介、戸嶋一敦、標的タンパクの固相アフィニティラベル化法の開発、日本ケ
ミカルバイオロジー学会第 7回年会、京都大学百周年時計台記念館、平成 24年 6月 7－9日 

12. 平林 歩、高橋大介、戸嶋一敦、ポルフィリン誘導体によるアミロイド β の光分解、日本ケミ
カルバイオロジー学会第 7回年会、京都大学百周年時計台記念館、平成 24年 6月 7－9日 

13. 西部美幸希、高橋大介、戸嶋一敦、アントラセン－ケンプ酸ハイブリッドによる単糖の認識と

光分解、日本ケミカルバイオロジー学会第 7 回年会、京都大学百周年時計台記念館、平成 24
年 6月 7－9日 

14. 角 武法、斉藤 毅、夏井敬介、山本崇史、跡部真人、栄長泰明、西山 繁、BDD電極を用いた
陽極酸化反応による生物活性物質の合成研究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、2012
年 6月 8日 

15. 梶山大地、斉藤 毅、山口智史、西山 繁、超原子価ヨウ素試薬を活用した含窒素化合物の合成
研究. 新規素材研究会第 11回セミナー、横浜、2012年 6月 8日 

16. 井岡秀二、斉藤 毅、岩野 智、牧昌次郎、丹羽治樹、西山 繁、ホタルルシフェリンの構造活
性相関に関する化学的研究、新規素材研究会第 11回セミナー、横浜、2012年 6月 8日 

17. 矢嶋彩希、河 皓平、斉藤 毅、西山 繁、糖誘導体を活用した不斉炭素構築に関する合成化学
的研究、新規素材研究会第 11回セミナー、横浜、2012年 6月 8日 

18. 角 武法、斉藤 毅、夏井敬介、山本崇史、跡部真人、栄長泰明、西山 繁、BDD電極を用いた
マイクロフロー型セルによる生物活性物質の合成研究、第 36 回有機電子移動化学討論会、府
中、2012年 6月 21－22日 

19. 梶山大地、斉藤 毅、井上桂輔、山口智史、石川裕一、西山 繁、超原子価ヨウ素試薬を活用し
た含窒素化合物の合成研究、第 54回天然有機化合物討論会、東京、2012年 9月 18－20日 

20. 矢嶋彩希、斉藤 毅、西山 繁、糖誘導体を活用した不斉炭素構築法に関する合成化学的研究、
GlycoTOKYO2012 シンポジウム、東京、2012年 11月 17日 

21. 河  皓平、斎藤  毅、西山  繁、天然物合成を指向した新規電解グリコシル化反応の開発、
GlycoTOKYO2012 シンポジウム、東京、2012年 11月 17日 

22. 西山 繁、電気エネルギーを活用する環境低負荷型物質生産法の開発、第１回慶應義塾大学戦
略的研究基盤形成支援事業シンポジウム－グリーンイノベーションのための分子ナノテクノ
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ロジー−拠点形成－、横浜、2012年 12月 15日 
23. 橋本貴美子、松浦正憲、犀川陽子、中田雅也、横紋筋融解を起こす毒きのこニセクロハツの毒

成分について、第 59回トキシンシンポジウム、北海道帯広市、2012年 8月 30－31日 
24. 安達智史、渡辺香菜、小野塚正雄、宮岡良仁、岩田佑介、亀田俊輔、吉田優子、西川知之、井

出光昭、犀川陽子、中田雅也、ラクトナマイシンの全合成、第 54 回天然有機化合物討論会、
東京、2012年 9月 18－20日 

25. 大場清美、中田雅也、古賀雄一、野村純宏、TIPPLi を用いたバルビエ型カップリング反応に
よる C–アリールグリコシド合成法の開発及び Paecilomycin B全合成への応用、第 30回メディ
シナルケミストリーシンポジウム、東京、2012年 11月 28－30日 

26. 安達智史、三井 亮、犀川陽子、中田雅也、ラクトナマイシン Z の全合成と絶対立体配置の決
定、	
 日本化学会第 93春季年会、滋賀県草津市、2013年 3月 22－25日 

27. 小山貴之、松田 豊、犀川陽子、中田雅也、海洋天然物ポリマキセノライドのアフリカン−ジヒ
ドロフラン縮環系の構築、日本化学会第 93春季年会、滋賀県草津市、2013年 3月 22－25日 

28. 伊藤卓、加藤 優、犀川陽子、中田雅也、鳥類の卵殻から胚へのカルシウム移動に関する化学
的研究、日本化学会第 93春季年会、滋賀県草津市、2013年 3月 22－25日 

29. 佐藤隆章、小田友紀子、柳田悠太、中村斐有、白兼研史、千田憲孝、不活性アミド基に対する

連続的な求核付加反応、第 101回有機合成化学シンポジウム、東京、2012年 6月 6－7日 
30. 野崎康義、小玉啓祐、山崎裕久、石本 岳、田中雄太、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの合

成研究、第 56 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、鹿児島、2012 年 10 月 27－
29日 

31. 深見祐太朗、黒﨑友介、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、N-メトキシアミンを用いた三成分反
応の開発と応用、日本化学会第 93春季年会、草津、2013年 3月 22－25日 

32. 中山泰彰、関谷瑠璃子、関 結菜、佐藤隆章、千田憲孝、連続的 Overman/Claisen転位を鍵とし
た (–)-Stemoamideの全合成、日本化学会第 93春季年会、草津、2013年 3月 22－25日 

33. 白兼研史、和田祟正、寄立麻琴、南川 亮、高山展明、佐藤隆章、千田憲孝、Gephyrotoxin の
全合成：N-メトキシアミドの対する官能基選択的な求核付加反応の開発と応用、日本化学会第
93春季年会、草津、2013年 3月 22－25日 

34. 柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類の合成研究、日本化学

会第 93春季年会、草津、2013年 3月 22－25日 
35. 仲 澤亮、黒田章裕、二瓶栄輔、石槫嵩明、鈴木雄一朗、岡野久仁彦、朝倉浩一、粘性液体塗

工において自発的に発生する空間パターンの制御とその光拡散能の解析、日本化学会第 93 春
季年会、草津(滋賀)、2013年 3月 

36. 道浦千惠、岡野久仁彦、朝倉浩一、回転基板上の液膜から放出される液滴のサイズ分布に対す

る基板形状の影響、第 28回塗料・塗装研究発表会、東京、2013年 3月 
37. 坂本 嵩、トゥアティマリアンヌ彩香、高尾賢一、只野金一、不斉 Claisen 転位反応を用いた

全炭素不斉四級炭素の構築、第 63 回有機合成化学協会関東支部(理科大)シンポジウム、野田
市、2012年 5月 

38. 八代浩充、涌井 崇、財部俊正、高尾賢一、只野金一、(–)-テトロドトキシンと 5-デオキシテ
トロドトキシンの全合成研究、第 101回有機合成シンポジウム、東京、2012年 6月 

39. 川北絵里子、八代浩充、涌井 崇、川上裕貴、財部俊正、高尾賢一、只野金一、(–)-テトロド
トキシンと 5-デオキシテトロドトキシンの合成研究、第 29回有機合成化学セミナー、静岡市、
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40. 山岸由佳、永井聡香、清水悠太、高尾賢一、只野金一、GKK1032A類の合成研究、第 29回有

機合成化学セミナー、静岡市、2012年 9月 
41. 栗栖卓也、角田恒平、高尾賢一、只野金一、(+)-ビブサニンＡの全合成研究、第 54 回天然有

機化合物討論会、東京、2012年 9月 
42. 七宮隆樹、難波あゆみ、高尾賢一、只野金一、クラビラクトン類の全合成研究、第 38 回反応

と合成の進歩シンポジウム、東京、2012年 11月 
43. 安西 快、佐々木 集、西 夏実、宇留賀友輝、高尾賢一、只野金一、Versipelostatinの全合成研

究、第 102回有機合成シンポジウム、東京、2012年 11月 
44. 角田恒平、栗栖卓也、高尾賢一、只野金一、Barbier 型アリル化反応を用いたビブサニンＡの
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45. 難波あゆみ、七宮隆樹、高尾賢一、只野金一、クラビラクトンＤの全合成研究、第 64 回有機
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ジウム、P-43、慶應義塾大学薬学部、東京、2012年 11月 17日 
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48. 浅野圭亮、福井有香、貝原祥子、藤本啓二、多糖類由来ナノ粒子からなる階層構造を有する組
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49. 浅野圭亮、福井有香、藤本啓二、多糖類由来ナノ粒子からなる階層構造を有する組織体の構築
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52. 小澤ゆい、福井有香、貝原祥子、藤本啓二、ミニエマルションを反応場とするナノ蛍光体の生

成と重合による複合化微粒子の創製、第 61回高分子年次大会、パシフィコ横浜、2012年 5月 
53. 小澤ゆい、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを反応場とするナノ蛍光体高分子微粒子の

創製、第 60回高分子討論会、名古屋工業大学、2012年 9月 
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82. 高橋佑典、前田千尋、吉岡直樹、アルコキシ基置換シッフ塩基ニトリドクロム(V)錯体の合成

と性質、日本化学会第 93春季年会、滋賀、2013年 3月 22－25日 
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の機能評価、日本分析化学会第 61年会、金沢、2012年 9月 19－21日 
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111. 羽田紀康、志村亮、木内文之、清原寛章、山田陽城、ナイモウオウギ由来多糖に関するモデル
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鎖の合成研究、第 31回日本糖質学会年会、鹿児島、要旨集 p155、2012年 9月 
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特許  
1. 戸嶋一敦、「光増感剤、タンパク質切断剤、タンパク質切断方法、糖分子切断剤、糖分子切断

方法、及び光線力学治療剤」、特許第 5046029号、平成 24年 7月 27日 
2. 西山 繁、斉藤 毅、牧昌次郎、丹羽治樹、「ルシフェラーゼの発光基質」、特願 2011-182224、

2012年 8月 24日. 
3. 三友裕之、倉田達樹、太田資良、酒井翔、朝倉浩一、志澤一之、菅原英夫、「回転霧化式静電

塗装装置のベルカップ」、特願 2012-219084 
4. 只野金一、高尾賢一、奥江雅之、鷲見信二郎、味戸慶一、「糖テンプレートを用いたカルバペ

ネム合成中間体の新規合成法」、特開 2013-5143556、2013年 2月 
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1. 戸嶋一敦、 日刊工業新聞 2012年 4月 4日、 「インフルエンザウィルスが有し、その感染・

増殖に不可欠なタンパクであるノイラミニダーゼを光分解する生体機能光制御分子」 
2. 山田 徹、日刊工業新聞 2012年 6月 27日、「室温で炭素-炭素結合	
 CO2と銀触媒で」 
3. 山田 徹、日刊工業新聞 2013年 2月 20日、「加熱以外の効果あり？マイクロ波	
 不斉合成反応
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